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分類できた数である。また､「誤認識｣は分類木を用い
て分類した分類項目が誤っていた数であり、「未認識』
は正しい分類項目の中で認識できなかった数である。
例えば、正しい分類項目は｢列挙』であるが、分類木
のアルゴリズムを用いた分類項目が｢置換｣と誤ってい
る場合、『置換』の分類項目は｢誤認識」になり、『列
挙』の分類項目は｢未認識｣となる。
Iま、実験の概要でも示したが、日常表記と異なりスポ
ーツ特有の表記を用いるため認識率が低下する。また、
大きなスポーツイベントの記事は、スポーツ面以外の１
面や特集面に掲載されることがあり、記事の内容を分
類することも必要と考えられる。一方、３面の記事は
｢【下三ケタ】１９５，２９３，３３２、３６６，６９５，８０３，８８
７｣のように、３桁の数字が連続で続く場合である。この
ように3桁の数字が連続で続く場合は、「桁区切り｣と
『列挙｣を判別するための他の分析項目が必要になる。
｢列挙｣全体の判定は適合率、再現率ともに95％を超
え､かなり優れた結果となっている。
５．実験結果
５－１列挙の分類
「列挙』の分類は､９５年４月の適合率が低くなって
いる。これは｢０１２０．８９９９０１，８９９８０２｣のような電
話番号の省略をうまく判別できないためである。しかし、
電話番号を認識するためには、前述の通り前後の文
脈を判断する必要があるので、今回の評価の範囲外
である。それにもかかわらず、91.8％と良い結果を示し
ている。また、９４年１０月の再現率が、他の月に比べて
低くなっている｡この原因は、特集面の｢94広島アジア
大会のゴルフの記録｣というスポーツ記事や３面の｢ＪＴ
株の当選番号発表｣の記事である。特集面の記事で
は、「日本(横尾、小島、尾家）８６４(２１８，２１５，２１
６，２１５)」のように、ゴルフの団体戦の合計スコアの後
に個人の記録を列挙している。このようにスポーツ記事
５－２前後組合せの分類
「前後組合せ｣の誤認識は、「３１，２日７時｣、「一
九四三、四四年の二年間」のように位がない場合で、
偶然連番になる場合である。そのため、文脈を判断す
る必要があり、今回の提案アルゴリズムからは範蠕外と
なる。再現率については100％と今回のテストデータで
最も良い結果を得た。
５－３桁区切りの分類
『桁区切り｣の分類で９４年１０月の誤認識は、「列
挙｣の分類で述べた。それ以外の誤認識は｢プルトニ
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ただし､『その他』の認識精度が悪いため、『その他』の
分類精度を向上させるためには、さらなるパターンの
追加が必要である。さらに認識精度を向上させるため
には、今回提案した値表現の情報だけによる自動分
類に加え、従来から研究されているような数量表現前
後の単語を含めて文脈を解析する必要が生じる。
ウム２３９，２４０などを含む｣、「このところ１００，１０１円
台の狭い幅｣、「小売価格は３４０，２４５ミリリットル缶と
も｣の３件だけである。これらの値表現を『桁区切り｣と
『列挙』に正しく分類するためには、文脈を判断して分
類する必要があり、値表現だけで分類することは、かな
り困難だと考えられる。一方、再現率低下の原因であ
る未認識は｢前日終値四、一六八・四一ドル｣などであ
り、小数点を含む場合のデータが認識できていないこ
とがわかった｡これは分類木に小数点を含む場合も考
慮することで、改善可能である。『桁区切り』全体の適
合率は83.7％、再現率も95％を超え、非常に良い結
果を示している。
６まとめ
本論文では、数量表現を四則演算可能な数値に
変換することで、数字の表記に依存しない範囲や数
値の検索できることを示した。特に数量表現を数値情
報に変換する際の問題において、読点の種類による
分類がある。ここでは数値への変換方法の違いから読
点を5種類に分類した。この読点の種類を自動的に判
別するために、分類木で生成したアルゴリズムの提案
を行った。計算機による実験結果では、「その他』の分
類以外は、すべて83％以上の精度があり、非常に良
い分類アルゴリズムであることが証明された。このことは、
読点の分類が、値表現の形式情報だけで、ほぼ90％
以上区別できることを示しており、特筆すべき結果とい
える。
今後の課題は、分類精度の向上が考えられる。今
回の計算機実験結果から､『その他｣の分類精度を上
げるために、分析項目を増やさなければならない。また、
さらなる精度の向上を行うためには、分類木の分析項
目に文脈解析を加えた修正を行う必要がある。また、
｢読点｣とともに数量表現の認識に問題となる｢範囲｣を
表すダッシュ｢－｣についても、同様に分類アルゴリズ
ムを提案し、精度評価を行う必要がある｡また､検索プ
ログラムのプロトタイプを作成する作業が残されてい
る。
５－４置換の分類
「置換｣の分類は、データ数が少ないので1件認識
できないだけで、85.7％と再現率の低下が大きい。９４
年１月の誤認識は、記事中の表であり、「１９３８．１．５
～２．１３，３５回」と人手によっても困難な分類である。
しかし、９５年４月の｢七三・五、八六・一、八○・○，七
五・二｣や95年12月の｢排気量は二三○○、二九○○
ｃｃ｣は、「後数量の文字数を２｣と限定する分析項目
を追加することで解決できる。
未認識は、既に｢前後組合せ』の分類で述べた
｢一九四三、四四年の二年間」であり、文脈を考慮し
て分類する必要があるので単純な分類木による分類
では不可能である。
『置換｣全体の適合率と再現率を見ると、それぞれ
88.2％、96.8％と良い結果を示している。
５－５その他の分類
今回、最も精度が悪かった『その他』の分類は､９４
年１月のデータでさえ精度が30％より低いものである。
この原因は、分析項目が値表現だけに限定したことに
ある。出現数も少ないため、９４年１月で分類できた例と
同様の分類は、他の月には出現しなかった。逆に、他
の月では出現したものは、９４年１月では見られなかっ
た、新たな分類が出現したため全体的に『その他｣の
精度は低くなっている。これを改善するためには、今後
さらにデータを増やし、分類木に分析項目を増やすこ
とで改善できる。
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５－６実験結果の考察
表２を見ると今回提案したアルゴリズムによる分類
はよく適合していると結論付けられる。今回用いた分
析項目はすべて値表現だけで判定を行った。読点の
分類は、値表現の情報だけで、実用化に近いレベル
で可能であることがわかった。このことは、これまでの研
究で明らかにされておらず、特筆すべき結果といえる。
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